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▼詳しいレジメで助かった


  ひどい難聴のため心配したけれど、詳しいレジメを作っていただいたので大変助かりました。本日の話は資料を基にされたので、とても良かった。政治先行の感があり、世論の動きがちょっと遅い。新聞、雑誌の動きがやはり鈍い感じがする。有り難うございました。（下石原・荒井秀男）


▼理解を深めた


　過去の歴史や経緯の説明を聞くことができ、この問題についての理解を深めることができた。（立花彩子）


▼「モリ、カケ、桜」より重大


  この問題の歴史的跡付けから現在まで、非常にわかりやすく解説していただいた。徐々に徐々に悪い方向に動いていくのが一目瞭然でした。この問題は「モリ、カケ、桜」よりはるかに重大であるように思う。「モリ、カケ、桜」は不出来な政治家の不祥事として記録にとどめられるに過ぎないだろうが、こちらは歴史そのものの推移に関わる。（世田谷区・伊東幸夫）


▼歴史がわかった


　学術会議をめぐる歴史、変遷がわかりました。有り難うございました。　（無記名）


▼当事者の討論経過も知った


　資料として添付された日本学術会議発足の際の「決意表明文」の審議議事録を読み、当事者たる学術会議会員が、自らの存在理由を理解していないことに唖然とした。原案の「これまでわが国の科学者がとりきたった態度」とは何かをめぐって「戦争に協力した」という事実を入れるかどうかで紛糾、結局は原案通り可決している。朝永振一郎さんが会長だった１９６７年には軍事研究は「絶対に」行わないという声明を出したが、２０１７年の声明はここから何歩も後退している。憲法第12条「この憲法が国民に保障する自由及び権利は、国民の不断の努力によってこれを保持しなければならない」の意味を噛みしめた。人々がこの問題を自分とは縁のない学者先生の話と思っているのか無反応なのも怖い。任命拒否されたメンバーの記者会見でフランス人記者が「フランスでこんなことが起これば大規模なデモが起こるだろう」と言っていた。（布田・石川康子）





▼事実を多くの人に伝えたい


　いままでも軍学共同問題や大学運営費の減額、人文・社会科学系の軽視、基礎研究の乏しい予算など断片的には知っていましたが、今回の問題もこれらの流れの一つであることが改めてわかりました。今はネットなどで「学術会議のあり方」などに論点がすりかえられています。研究者、学者の良心に期待するだけでは希望が持てません。もちろん菅政権にも！　事実を多くの人に伝える努力をしていきたいと思います。有り難うございました。（西つつじヶ丘・木村宏子）


▼何としても政治を変える


  学術会議の歴史がよくわかりました。有り難うございました。いまの自民・公明政治を許していては、科学者もよい研究ができず、平和を保つことが危ぶまれると思いました。「学問の自由」「言論の自由」など憲法に反する今の政治を変える力をみんなで出しましょう。（深大寺東・高石陽子）


▼多くの人に広めたい


  このような会は初めてだったが、とても大切な話で、時期的にも内容的にも大変参考になった。これからも関心を持ち続けたいと思った。できればこれからも、少しでも多くの方々に広めていってください。（八王子市・立山誉人）


▼「戦争」を入れるかの議論


　「学術会議任命拒否」は絶対許せない、菅首相の本性がはっきりした。これを認めてしまえば戦前の日本に逆戻りしてしまう、という思いで参加しました。レジメを読み返し、１９５０年の声明「案」の検討段階で「これまでわが国の科学者がとりきたった態度について強く反省し…」という言葉や、反省の対象として「戦争」という言葉を入れるかどうかで論争があったという事実を知りました。本気で守らなければいけないことです。（小島町・佐藤敦子）


▼解体攻撃は古くから


　日本の保守派は学術会議誕生の時から、「そんなものは政策推進の邪魔になるから要らない」と工作をしてきました。最初は選挙で委員枠の取り合いだったと思いますが、やがて「政府機関なのに、異論はけしからん」になり、今回に至っています。「科学技術会議」（１９５９年）はその一つだったと思いますが、教育委員会や、公安委員会、放送委員会などを国民が支えきれなかったように、根底には「お上」による支配から抜けきれない日本の民主主義の問題がある気がします。いま、社会全体が、雪崩を打って利益第一、格差当然の新自由主義に突っ走っていく状況の中で、大事なのは、「６人のパージ」を当然とする風潮をどうただしていくかではないかと思います。（東つつじヶ丘・丸山重威）
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第162回(2021年1月)例会 参加費：300円


　　　　　　　　　ドキュメンタリー映画


　　　　　　 沖縄から叫ぶ 戦争の時代


　　　　　　　 　お話：湯本 雅典さん


　　　　　　　　　　　 　　　　　映画ジャーナリスト


　　　　　　  日時：２０２１年


　　　　　　　　　　1月11日(月･休)13:30　


　　　　　　  場所：たづくり映像シアター





第163回(２月)例会


菅政権下の新しい情勢と


　　　九条の会のこれから


お話：小森 陽一さん


 　　　　　　　　九条の会事務局長


日時：２月７日(日)13:30


場所：あくろすホール　　参加費300円
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第164回(3月)例会 福島原発事故から10年を迎えて


　　　　　　気候危機と原発再稼働


　　　　　　　お話：増田 善信さん


　　　　　　　　元気象研究所研究室長･理学博士


　　　　　　　　　  　 元日本学術会議会員､狛江市在住


　　　　　　 日時：３月20日(土)13:30


場所：たづくり1001室　　　参加費300円
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